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令和 7年度 第 10 回教育研究評議会議事要録 

 

日 時：令和 7 年 2 月 12 日（木）14:00～14:23 

場 所：ハイブリッド開催 ※対面（事務局棟第一会議室）及びオンライン（Teams）併用 

出席者：太田学長、佐川理事・副学長（総括・財務・企画・評価）、久留主理事・副学長（総

務・教育）、金野理事・副学長（学術）、下山田理事（社会連携・基金運営）、勝二教

育学野長・教育学部長、岡田基礎自然科学野長・理学部長、乾応用理工学野長・工学部

長・理工学研究科長、宮口応用生物学野長・農学部長、福与地域未来共創学環長、後藤

評議員、上地評議員、下村評議員、横木評議員、長谷川評議員、田中評議員、井上拓也

評議員、新井評議員、田内評議員、小林評議員、井上栄一評議員、西川副学長（教育改

革・広域連携教育）、中村副学長（アドミッション統括） 

欠席者：菊池理事（ダイバーシティ・国際・SDGs）、原口人文社会科学野長・人文社会科学部

長、池田副学長（国際連携教育） 

監事監査規則第 9 条第 2 項に基づく出席者：人見監事、白田監事 

 

議 題 

審議事項 

１ 茨城大学安全保障輸出管理規程の一部改正について 

２ 茨城大学動物実験等取扱規程の一部改正について 

３ 不二製油株式会社との連携講座の変更について 

 

報告事項 

１ 令和８年度大学執行部体制等について 

２ 全学共同利用施設長等の候補者について 

 

議 事 概 要 

Ⅰ 審議事項（〇：構成員 ●：報告者、事務局等） 

 １ 茨城大学安全保障輸出管理規程の一部改正について 

学長から、茨城大学安全保障輸出管理規程の一部改正について、資料 1 に基づき審議願

いたい旨の提案があった。次いで、理事・副学長（学術）より説明があり、審議の結果、

提案のとおり了承された。 

 

【主な意見】 

〇法的に定められる規制の中で通常兵器や大量破壊兵器の開発等に用いられるおそれの

ある品目以外に、どういったものが兵器に関わるとして規制の対象になりうるか。 

●「特定品目」以外の品目についても、多くの品目が非常に広範にわたり規制の対象と

なっている。したがって、兵器開発との関連がないと思われる場合であっても十分注意

していただきたい。 

 

２ 茨城大学動物実験等取扱規程の一部改正について 

学長から、茨城大学動物実験等取扱規程の一部改正について、資料 2 に基づき審議願い

たい旨の提案があった。次いで、研究推進課長より説明があり、審議の結果、提案のとお

り了承された。 

 

３ 不二製油株式会社との連携講座の変更について 

学長から、不二製油株式会社との連携講座の変更について、資料 3に基づき審議願いた

い旨の提案があった。次いで、理事・副学長（学術）より説明があり、審議の結果、提案

のとおり了承された。 
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Ⅱ 報告事項 

 １ 令和８年度大学執行部体制等について 

理事・副学長（総括・財務・企画・評価）より、令和８年度大学執行部体制等につい

て、資料 4に基づき報告があった。 

 

 ２ 全学共同利用施設長等の候補者について 

学長から、全学共同利用施設長等の候補者について、資料 5 に基づき報告があった。次い

で、理事・副学長（総括・財務・企画・評価）より補足説明がなされた。 

 

 

Ⅲ 監事からの意見  

・茨城大学安全保障輸出管理規程の一部改正について、法改正の通達から本学での規程改正

まで時間がかかっているが、速やかな整備をお願いしたい。 

 

 

Ⅳ その他 

・会議資料の公開について 

 学長から、資料 5 が非公開となる旨確認があった。 

 

・次回の教育研究評議会について 

3 月 5 日（木） 水戸キャンパス（事務局棟 3階 第一会議室）にて実施 


